











































































( Jim Lehrer) は，アメリカ PBS（Public Broadcasting Service）のニュース番組
The News Hour with Jim Lehrerのアンカーマンを長年勤めている。この番組は，
賛成反対の立場の人々を読んで意見を求めるが，討論者が声を荒げる場面はまず
ない。番組の質の高さと視聴者の層がそうさせるのだろう。ちなみに，この番組
（約45分）は NHK衛星第１放送で，火曜日から金曜日の午後２時15分から視聴
できる。
以上の指摘にもかかわらず，評者は本誌を非常に高く評価し，強く推薦したい。
本来，出版社が意図した英語の練習用テキストとしてはもちろん，コミュニケー
ション論，メディア論，アメリカ政治，アメリカ外交の参考文献として大いに活
用できる。本誌を通じて若い読者，とくに大学生が英語を上達させ，くわえて英
語のレトリック，アメリカの歴史，アメリカ人のメンタリティーなどを総合的に
学ぶことができよう。
末尾に，英語を文化と歴史の両面から理解し，英語を総合的に学べる書籍を掲
げた。新書やビジネス書が中心なので，誰にでも入手しやすいであろう。リスト
には，西山千，村松増美，小松達也ら往年の名同時通訳者による著作と，聖書を
『英語で聞く・英語で読む オバマ「変革」の時代』 41
基に英語の意味や歴史を解説する本が必然的に入った。文化的背景や歴史を理解
した上で外国語を学んだ方が，外国語学習が単語の機械的な暗記に終始すること
はなくなり，また，誤訳やニュアンスの取り違えをなくすことが容易になる。と
くに学生諸君にはぜひ参考にしてほしい。
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